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C O N T E N T S
　■歩く歩く白浜ウォーキング

　■父子家庭の皆さまへ～児童扶養手当のお知らせ～

　■乳幼児医療費（子供医療費）対象者拡大のお知らせ

　■平成２２年度白浜町職員採用試験案内

　■お知らせ information

　■まちのわだい

　■町政ピックアップニュース／町長だより

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー　

　■『～感動を再び～想い出の黒潮国体パネル展』

　　 の開催について

海岸沿いに咲く白浜町花「はまゆう」
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こころとからだを健康に！！

「ウォーキングを始めてみたい」、

「ウォーキング仲間を見つけたい」、

「ぽっこりお腹を撃退したい」 というあなた！！

身体を動かして 「歩く歩く ( ほくほく )」 ・ ・ ・

こころを健康にして 「ほくほく」 ・ ・ ・

たくさんの 「ほくほく」 仲間を見つけて、

みんなで楽しく

　　　　ウォーキングをしませんか？

 
 

大 募 集 ！！

白浜町では、平成２１年度から歩数計を使ったウォーキング事業をスタートしました。
白浜町にお住まいで、２０歳以上の方ならご応募できます。
下記の留意点をご確認の上、お申し込みください。

◆応募期日　　　８月４日 ( 水 ) ～２０日 ( 金 ) 　午前８時３０分～午後 5 時まで ( 土・日除く）
◆歩数計貸与数　先着２００人（定員になり次第、締め切り）
※２１年度貸与の方：歩数計をより多くの方に活用していただくため、お申し込みはご遠慮ください。また、参
加途中で歩数計を紛失・故障等された方もご遠慮ください。ウォーキング大会への参加は可能ですが、新規参加
者優先のコースもありますので、ご了承ください。
◆申込方法　　　電話またはファックスにてお申し込みください。
　　　　　　　　ファックスでの申し込みは、新聞の折込チラシの裏面をご利用ください。
　　　　　　　　直接窓口でのお申し込みも可能です。

( ふりがな )
氏　名 生年月日 住　所 電話番号

体
重
（
㎏
）

歩
幅
（
㎝
）

ウォーキング大会
参加希望コース

通院中の
医療機関名

説明会会場

 

日
置
川

 

世
界
遺
産

 

白
浜
会
館

 

農
業
研
修
会
館

 

日
置
川
拠
点
公
民
館

白
しら

浜
はま

  太
た

郎
ろう

S18. 2. 4 白浜町 1600 ℡ 43-5555 70 55 ○ ○○病院 ○

電話または窓口でのお申込の際に、
①氏名　②生年月日　③住所　④電話番号　⑤体重　⑥歩幅　⑦ウォーキング大会参加希望コース
⑧通院中の医療機関名　⑨貸与式および説明会会場　の項目についてお伺いします。
※下記の表を参考にしてください。　※体重と歩幅の値は歩数計に入力し、正確な歩数を測るために必要な情報となります。

■お申し込み・お問い合わせ先■
民生課　健康増進係 ( 保健センター内 )

Tel ４３－０１７８　Fax ４２－３２４６
民生課　医療保険係
Tel ４３－６５８５

日置川事務所　健康福祉係
Tel ５２－２３０３

申し込みをいただいた方には、詳細な内容・集合方法等を後日郵送にてお知らせします。
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【歩幅の正しい測り方】

　　歩幅はつま先からつま先までが正しい歩幅です。
　　正確に平均歩幅を測るには、歩いた合計距離を歩数で割ります。
　　下の式のように計算してください。

　　（例）１０歩歩いた合計距離が５．５ｍ（５５０㎝）の場合
　　　　　５．５ｍ（合計距離）÷１０歩（歩数）＝５５㎝（歩幅）

事業名 開催日時 開催場所 定　員 参加費

 歩く歩く白浜ウォーキング

 説明会

　９月２５日（土）13:00 ～ 15:30  白浜会館（阪田）

 先着２００人

 ※新規申込者のみ
　９月２５日（土）19:00 ～ 21:00  農業研修会館（栄）

　９月２６日（日）14:00 ～ 16:00  日置川拠点公民館

 日置川ウォーキング大会 １１月　２日（火） 9:00 ～ 12:00  安宅橋～田野井  なし 無料

 世界遺産ウォーキング大会 １２月１１日（土）10:00 ～ 15:00  熊野古道
 先着２００人

 ※新規申込者優先
５００円

【事業スケジュール】

※都合により内容等を変更する場合がありますので、ご了承ください。

【応募の際の留意点】

●歩数計を貸与しますので、説明会には必ずご出席ください。
●説明会に出席できない場合は、代理の方の出席でも可能です。ただし、代理
　の方も出席できない場合、応募はご遠慮ください。
●ウォーキング大会に関して
　ウォーキング大会は１１月、１２月の２回を予定しています。
　①安心してご参加いただくために、傷害保険（３００円程度）に加入してい
　　ただきます。※日頃のウォーキングでの事故等は保険対象外です。

　②ウォーキングコースによっては、身体に負担となる箇所がありますので、
　　医療機関に通院されている方は、医師による運動許可証が必要になります。
　　申込書の医療機関欄に記載された方には、後日送付するご案内に許可証を
　　同封しますので、説明会当日に提出してください。なお、許可証がない場
　　合は、ウォーキング大会への参加はご遠慮いただく場合もあります。
　　※許可証は、「診断書」ではありません。
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父
子
家
庭
の
皆
さ
ま
へ

～
児
童
扶
養
手
当
の
お
知
ら
せ
～

　

現
在
、
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
て
児
童
扶
養
手
当

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
は
、
父
子
家
庭
に

も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭

（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
生
活
の
安

定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
子

ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

■
父
子
家
庭
の
支
給
要
件

　

次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、
父
が

そ
の
子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
子
ど
も

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子

ど
も

⑤
そ
の
他
（
母
が
１
年
以
上
遺
棄

し
て
い
る
子
ど
も
、
母
が
１
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
、
母

が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

子
ど
も
な
ど
）

※
た
だ
し
、
所
得
な
ど
に
よ
る
制

限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
的
年

金
や
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
き
は
、
支
給
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

■
手
当
額

　

受
給
資
格
者
（
ひ
と
り
親
家
庭

の
父
や
母
な
ど
）
が
監
護
・
養
育

す
る
子
ど
も
の
数
や
受
給
資
格
者

の
所
得
等
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

支
給
期
間
は
、
対
象
児
童
が
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
と
な
り
、
児
童
に
政

令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
が
あ
る

場
合
は
、
20
歳
未
満
と
な
り
ま
す
。

【
児
童
が
１
人
の
場
合
】

　

全
部
支
給
：
４
１
，
７
２
０
円

　

一
部
支
給
：
９
，
８
５
０
円
～

４
１
，
７
１
０
円

【
児
童
が
２
人
以
上
の
場
合
の
加

算
額
】

　

２
人
目
：
５
，
０
０
０
円

　

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
：
３
，

０
０
０
円

■
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
申
請
（
認
定
請
求
）
が

必
要
で
す
。

○
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
戸
籍
謄
本
（
請
求
者
と
対
象
児

童
の
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
請
求
者

と
対
象
児
童
の
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
平
成
22
年
度
（
平
成
21
年
分
）

所
得
証
明
書

・
請
求
者
名
義
の
銀
行
通
帳

・
健
康
保
険
証
（
請
求
者
と
対
象

児
童
の
も
の
）

・
印
鑑

・
そ
の
他
必
要
書
類

○
申
請
の
時
期
に
つ
い
て

　

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
い
た
だ

く
と
、次
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

◆
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
る
方

→
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ

ば
、「
８
月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

◆
８
月
１
日
以
降
、
11
月
30
日
ま

で
に
支
給
要
件
に
該
当
し
た
方

→
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ

ば
、「
要
件
に
該
当
し
た
日
の
翌

月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
11
月
30
日
の
期
限
を
過
ぎ
る

と
、「
申
請
し
た
日
の
翌
月
分
」

か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

■
所
得
制
限
限
度
額

　

前
年
の
所
得
が
左
記
の
表
の
額
以
上
の
方
は
、
そ
の
年
度
（
８
月
か
ら

翌
年
７
月
ま
で
）
の
手
当
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
停
止
に
な
り
ま
す
。

扶養親族

等の数

請求者（本人） 扶養義務者、孤

児等の養育者全部支給 一部支給
０人 190,000 1,920,000 2,360,000
１人 570,000 2,300,000 2,740,000
２人 950,000 2,680,000 3,120,000
３人 1,330,000 3,060,000 3,500,000
４人 1,710,000 3,440,000 3,880,000
５人 2,090,000 3,820,000 4,260,000

６人以上
以下 380,000

円ずつ加算

以下 380,000

円ずつ加算

以下 380,000

円ずつ加算

・所得額＝年間収入金額－給与所得控除＋養育費の８割
　相当額－ 80,000 円－その他諸控除（障害者控除・医
　療費控除等）

・限度額に加算されるもの
　①請求者本人　：老人扶養親族等　　10 万円／人
　　　　　　　　　特定扶養親族　　　15 万円／人
　②扶養義務者等：老人扶養親族等　　 6 万円／人
　　（ただし、扶養親族等がすべて老人扶養親族の場合
　　は、１人を除く。）

問
役
場
民
生
課
住
民
係　

☎
４
３
ー
６
５
８
５
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乳
幼
児
医
療
費
（
子
ど
も
医
療
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
者
拡
大
の
お
知
ら
せ

　

白
浜
町
で
は
、
子
ど
も
の
疾
病
の
早
期
発
見
お
よ
び
早
期
治
療
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
と
も
な
う
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら
現
行
の
乳
幼
児
医
療
費
の
対
象
者

を
拡
大
し
、
０
歳
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
を
対
象
に
し
た
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

白
浜
町
に
住
民
票
が
あ
る
０
歳

～
９
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
方
で
す
。（
現

行
は
、
０
歳
～
６
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

※
公
費
（
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）

医
療
費
、ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
、

児
童
福
祉
施
設
措
置
費
等
）
や
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

【
申
請
が
必
要
で
す
】

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
町
へ
の

申
請
が
必
要
で
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
ご
案
内

お
よ
び
申
請
書
を
７
月
下
旬
に
送

付
し
て
お
り
ま
す
。
◆
申
請
受
付

期
間

　

８
月
１
日
～
31
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
は
除
く
）

◆
申
請
時
必
要
な
も
の

　

申
請
書
、
健
康
保
険
証
、
認
印

◆
申
請
受
付
窓
口

　

民
生
課
医
療
保
険
係
、
富
田
事

務
所
、
日
置
川
事
務
所

※
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
（
う

す
い
水
色
）
は
９
月
下
旬
に
送
付

い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資

格
証
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は

申
請
の
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
新
し
い
子
ど
も
医
療
費

受
給
者
証
に
つ
い
て
も
送
付
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
現
在
お
持
ち
の

乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。

【
医
療
を
受
け
る
と
き
】

●
和
歌
山
県
内
の
医
療
機
関
で
受

診
す
る
と
き

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
、
健
康
保
険

証
と
と
も
に
子
ど
も
医
療
費
受
給

資
格
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
は
、

医
療
機
関
か
ら
町
へ
請
求
さ
れ
ま

す
の
で
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
お

支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
予
防

接
種
等
、
保
険
の
適
用
さ
れ
な
い

費
用
に
つ
い
て
は
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。）

●
和
歌
山
県
外
の
医
療
機
関
で
受

診
す
る
と
き

　

県
外
で
受
診
さ
れ
た
際
に
は
、

医
療
機
関
窓
口
で
い
っ
た
ん
診
療

費
の
自
己
負
担
分
を
支
払
い
、
領

収
書
な
ど
を
も
ら
っ
て
、
民
生
課

医
療
保
険
係
ま
た
は
富
田
事
務

所
・
日
置
川
事
務
所
で
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
健
康
保
険
証
・
領

収
書
・
受
給
資
格
者
証
・
印
鑑
・

通
帳
が
必
要
で
す
。
申
請
し
て
い

た
だ
い
た
後
、申
請
額
を
確
認
し
、

後
日
決
定
額
を
支
給
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
申
請
期
間
は

医
療
機
関
へ
の
支
払
日
か
ら
１
年

以
内
と
な
り
ま
す
。

子ども医療費受給者証

負担者番号 8 1 3 0 0 3 8 6

受給者番号
受
給
者

 住所

 氏名

子
ど
も

 住所

 氏名

 生年月日

有効期限
から

まで

発行機関名 和歌山県西牟婁郡

及　び　印 　　　白浜町長

乳幼児医療費受給資格証

負担者番号 8 1 3 0 0 3 8 6

受給者番号
受
給
者

 住所

 氏名

乳
幼
児

 住所

 氏名

 生年月日

加入保険

有効期限
から

まで

発行機関名 和歌山県西牟婁郡

及　び　印 　　　白浜町長

新対象者用（１０月１日から使えます）
※７歳～９歳までの方に送付いたします

（新） （旧・現行用）

現在、乳幼児医療費受給資格証をお持ちの方は申請の必要はありま
せんので、現在お持ちの受給資格証をお使いください。

 問
役
場
民
生
課
医
療
保
険
係　

☎
４
３
ー
６
５
８
５



広報しらはま８月号　�

平成２２年度 白浜町職員採用試験案内
　白浜町では、次のとおり職員採用試験を実施します。
　受験を希望される方は、案内に従い受付期間内に必要書類をご提出ください。

■お問い合わせ　役場総務課庶務係（℡４３－６５８３）

職 種 区 分 採用予定人員 職 務 内 容

一般事務職 ４人程度 一般事務に従事

消 防 職 ３人程度 消防業務に従事

衛 生 職 ３人程度 清掃業務に従事

１．職種区分、採用予定人員および職務内容

２．採用年月日　平成 23 年 4 月 1 日

３．受験資格
（１）一般試験

　【一般事務職】
　昭和 50 年４月２日から平成 5 年４月１日までに生
　まれた方
　【消防職】
　昭和 58 年４月２日（救急救命士免許を有する方は
　昭和 56 年４月２日）から平成 5 年４月１日までに
　生まれた方で、在職中白浜町内またはすさみ町内に
　居住できる方

（２）資格を有する試験
　【保健師職】
　昭和 50 年 4 月 2 日から平成 3 年 4 月 1 日までに
　生まれた方で保健師資格を有する方（平成 22 年度
　中に取得見込みの方を含む）
　【保育士職】
　昭和 50 年４月２日から平成 3 年４月１日までに生
　まれた方で保育士資格を有する方（平成 22 年度中
　に取得見込みの方を含む）
　【社会福祉士職】
　昭和 50 年 4 月 2 日から平成 3 年 4 月 1 日までに
　生まれた方で社会福祉士の資格を有する方（平成　

　22 年度中に取得見込みの方を含む）
　【精神保健福祉士職】
　昭和 46 年 4 月 2 日から平成元年年４月１日までに
　生まれた方で精神保健福祉士の資格を有する方（平
　成 22 年度中に取得見込みの方を含む）

（３）身体障害者を対象とする試験
　【一般事務職】
　昭和 50 年 4 月 2 日から平成 5 年４月１日までに生
　まれた方で次のいずれの要件も満たす方
　①身体障害者手帳の交付を受け、障害の程度が１級
　　から４級までの方。ただし、自力（車イスなどを
　　含む）により通勤ができ、かつ、介護者なしに　
　週 40 時間の職務の遂行が可能な方
　②活字印刷文による出題に対応できる方

４．試験の実施日時および場所
　（１）第１次試験
　◆日時　平成 22 年９月 19 日（日）午前 9 時～
　◆場所　白浜会館（白浜町 1 番地の 1）
　（２）第２次試験
　◆日時　平成 22 年 10 月下旬予定
　◆場所　白浜町役場（白浜町 1600 番地）予定

５．受付期間
　平成 22 年８月 2 日（月）～ 17 日（火）
　※土・日曜日を除く、午前８時 30 分～午後５時 15 分

６．申込用紙の請求および交付について
　【窓口での交付】　
　白浜町役場総務課庶務係・富田事務所・日置川事務所
　※土・日曜日を除く、午前８時 30 分～午後５時 15 分

　【郵送で請求される場合】
　封筒の表に『採用試験申込書請求』と朱書きし、　
　1 2 0 円 切 手 を 貼 っ た 宛 て 先 明 記 の 返 信 用 封 筒
　（縦 33㎝×横 24㎝程度）を必ず同封して、下記の
　宛て先に送付してください。
　白浜町役場　総務課庶務係　宛て　
　〒 649-2211　和歌山県西牟婁郡白浜町 1600 番地

職 種 区 分 採用予定人員 職 務 内 容

保 健 師 職 １人程度 専門業務および一般事務に従事

保 育 士 職 １人程度 専門業務に従事
社会福祉士職 １人程度 専門業務および一般事務に従事

精神保健福祉士職 １人程度 専門業務および一般事務に従事

職 種 区 分 採用予定人員 職 務 内 容

一般事務職 １人程度 一般事務に従事

（１）一般試験

（３）身体障害者を対象とする試験

（２）資格を有する試験



�　広報しらはま８月号

お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，５６０人
　　　　　　（先月比　ー２５人）

　　　　男　　１０，９７２人
　　　　　　（先月比　－１３人）

　　　　女　　１２，５８８人
　　　　　　（先月比　－１２人）

　世帯数　　１１，０７４世帯
　　　　　　（先月比　－２世帯）

※平成２２年７月１日現在

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
新
規

講
習
会
を
実
施
し
ま
す

　

次
の
日
程
で
平
成
22
年
度
防
火

管
理
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
講
習
日
時

　

10
月
６
日
（
水
）・
７
日
（
木
）

◆
講
習
場
所

　

白
浜
町
消
防
本
部
２
階
講
堂

◆
受
講
費
用

　

３
，０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

◆
申
し
込
み
期
間

　

８
月
２
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　

９
月
３
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
定
員
30
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◆
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
載
し
、
写
真
貼
付
の
う
え
各
消

防
署
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
実
施
案
内
お
よ
び
受
講
申
込
書
は

白
浜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
最
寄
り
の
消
防
署

ま
で
。

※
防
火
管
理
資
格
が
必
要
な
方

　

ホ
テ
ル
や
共
同
住
宅
な
ど
で
一

定
以
上
の
収
容
人
員
が
あ
る
と
こ

ろ
に
は
防
火
管
理
者
が
必
要
で

す
。
そ
の
防
火
管
理
者
に
は
防
火

管
理
資
格
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
白
浜
町
消
防
本
部
（
予
防
係
）

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
１
１
１
９

　

日
置
川
消
防
署

　
　
　
　
　

☎
５
２
ー
３
０
６
１

　

す
さ
み
消
防
署

　
　
　
　
　

☎
５
５
ー
２
２
３
７

白
浜
町
高
齢
者
生
活
支
援
手
当

の
お
知
ら
せ

　

白
浜
町
で
は
、
介
護
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
が
困

難
と
な
る
高
齢
者
の
介
護
保
険
被

保
険
者
に
対
し
、
生
活
支
援
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

　

第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）

で
介
護
保
険
料
の
段
階
が
第
１
段

階
、
第
２
段
階
お
よ
び
第
３
段
階

の
方
の
う
ち
、
収
入
が
少
な
く
、

生
活
が
著
し
く
困
窮
し
て
い
る
方

◆
収
入
が
少
な
い
方
と
は
…

①
本
人
の
年
収
が
１
２
０
万
円
以

下
の
方

②
本
人
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
住

民
税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と

③
生
計
が
同
一
と
認
め
ら
れ
る
方

が
い
る
と
き
は
、
そ
の
方
も
住
民

税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と

◆
収
入
と
は
…

　

給
料
、
賃
金
、
老
齢
年
金
、
家

賃
収
入
、
事
業
収
入
な
ど
課
税
対

象
と
な
る
収
入
以
外
に
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
、
失
業
給
付
金
な

ど
所
得
税
法
上
、
非
課
税
と
な
る

収
入
も
含
ま
れ
ま
す
。

◆
生
計
が
同
一
と
認
め
る
場
合
は
…

①
本
人
を
所
得
税
ま
た
は
住
民
税
の

扶
養
と
し
て
い
る
世
帯

②
本
人
を
同
一
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
世
帯

③
老
人
福
祉
施
設
等
の
入
所
者
が
入

所
す
る
前
の
世
帯

問
役
場
民
生
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
７
０
２

　

役
場
民
生
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
９
３

有料広告募集中！ 有料広告募集中！



広報しらはま８月号　�

お知らせ INFORMATION

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

に
つ
い
て
の
お
願
い

　

和
歌
山
県
で
は
、
厚
生
労
働
省
所

管
の
も
と
、
本
年
も
毎
月
勤
労
統
計

調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
常
用
労
働
者
を

１
～
４
人
雇
用
す
る
事
業
所
を
対

象
に
、
わ
が
国
の
雇
用
労
働
者
の

賃
金
、
労
働
時
間
、
雇
用
の
変
動

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
年
１
回

実
施
さ
れ
、
景
気
判
断
や
経
済
情

勢
に
向
け
て
の
諸
政
策
な
ど
に
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に

は
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
統

計
調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査
票
を

作
成
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、

「
統
計
法
」
に
よ
り
、
厳
し
く
秘

密
が
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
統
計

以
外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す

が
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
和
歌
山
県
企
画
部
企
画
政
策
局

調
査
統
計
課

☎
０
７
３
ー
４
４
１
ー
２
３
９
１

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ

イ
ト
後
期
受
講
生
募
集
！

　

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ

イ
ト
で
は
、
２
０
１
０
年
度
後
期

大
学
院
科
目
等
履
修
生
・
学
部
開

放
授
業
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
大
学
院
授
業

・
情
報
科
学
概
論

　

10
／
１
・
２
・
８
・
９
・
15
・
16

・
地
元
学
持
論
ー
あ
る
も
の
探
し
の

ま
ち
づ
く
り
ー

　

10
／
３
・
30
・
31
、
11
／
27
・

28
、
12
／
11

・
異
文
化
交
流

　

11
／
５
・
６
・
12
・
13
・
19
・
20

※
主
に
金
曜
日
夜
間
（
午
後
５
時

～
８
時
40
分
）お
よ
び
土
曜
日（
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
）
に
開

講定
員
は
各
10
人

●
学
部
開
放
授
業

・
科
学
を
楽
し
む

　

10
／
16
・
23
、
11
／
13
・
20
、

12
／
25
、
１
／
８
・
15

・
み
ん
な
の
科
学
入
門

　

10
／
２
・
９
・
30
、
11
／
６
・

27
、
12
／
11

※
主
に
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４

時
40
分
）
に
開
講

定
員
は
各
50
人

◆
場
所

　

情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ

◆
申
込
締
切
日　

８
月
31
日（
火
）

※
た
だ
し
、
定
員
満
た
な
い
場
合

は
、
申
込
締
切
日
以
降
も
募
集
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ

イ
ト
事
務
室

　
　
　
　
　

☎
２
３
ー
３
９
７
７

（
火
曜
日
～
土
曜
日
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）

※
和
歌
山
大
学
紀
南
サ
テ
ラ
イ
ト

は
、
７
月
１
日
か
ら
「
和
歌
山
大

学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト
」
に
名

称
変
更
し
ま
し
た
。

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し

し
て
い
ま
す

１
．
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
あ

げ
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地

の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け
ら

れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

２
．
外
地
の
総
領
事
館
や
日
本
人

自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後

日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

心
当
た
り
の
方
は
税
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
方

も
問
い
合
わ
せ
や
返
還
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
大
阪
税
関
監
視
部
取
締
総
括
部
門

☎
０
６
ー
６
５
７
６
ー
３
１
１
５

　

大
阪
税
関
和
歌
山
税
関
支
署

☎
０
７
３
ー
４
２
８
ー
３
８
８
２

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

　

電
気
は
日
常
生
活
や
経
済
活
動

な
ど
に
と
っ
て
、
欠
か
せ
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
便
利
な
電
気
も
使
い

方
を
誤
れ
ば
た
い
へ
ん
危
険
で

す
。
日
ご
ろ
か
ら
電
気
の
使
用
安

全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

関
西
電
気
保
安
協
会
を
は
じ

め
、
電
気
関
係
団
体
で
は
経
済
産

業
省
主
唱
の
も
と
、
８
月
を
「
電

気
使
用
安
全
月
間
」
と
定
め
、
電

気
使
用
安
全
を
呼
び
か
け
る
運
動

を
全
国
一
斉
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
こ
の
機
会
に
、
ご
家
庭

な
ど
で
電
気
を
安
全
に
使
用
し
て

い
る
か
見
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

２０１１年（平成２３年７月２４日）
までに、すべての地上テレビ
放送は、アナログ
からデジタルへ変
わります。

フ
ッ
ト
サ
ル
用
ゴ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、
白
浜
サ
ッ
カ
ー
協
会
様
か
ら
「
フ
ッ
ト
サ
ル
用
ゴ
ー
ル

１
組
」
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
体
育
活
動
や
青
少
年
の
健

全
育
成
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
主
旨
か
ら
協
会
役
員
の
方
々

が
中
心
と
な
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
合
体
育
館
に
お
い
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
白
浜
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
係　

☎
４
３
ー
５
８
３
０
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「
特
別
遺
族
給
付
金
」
に
関
す

る
お
知
ら
せ

　

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別

遺
族
給
付
金
は
、
平
成
18
年
３
月

26
日
ま
で
に
石
綿
に
よ
る
疾
病
で

亡
く
な
ら
れ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

で
、
時
効
に
よ
り
労
災
保
険
法
に

基
づ
く
遺
族
補
償
給
付
を
受
け
る

権
利
が
消
滅
し
た
方
を
対
象
と
し

た
国
の
救
済
制
度
で
す
。

◆
請
求
期
限

　

平
成
24
年
３
月
27
日

◆
請
求
期
限
の
時
効
日

・
療
養
補
償
給
付
・
休
業
補
償
給

付　

２
年

・
遺
族
補
償
給
付　

５
年

問
田
辺
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　

☎
２
２
ー
４
６
９
４

　

和
歌
山
労
働
局
労
働
基
準
部
労

災
補
償
課

☎
０
７
３
ー
４
８
８
ー
１
１
５
３

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

◇
８
月
９
日
（
月
）

募集種目 受験資格 受付締切 試験日 場　所

自衛官候補生
男子 　１８歳以上

　　～２７歳未満の者

９月２０日（月） ９月２１日（火）  県民文化会館
（和歌山市）

９月２４日（金） ９月２５日（土）  県民文化会館
（和歌山市）

９月２８日（火） ９月２９日（水）  田辺市民総合センター

９月２９日（水） ９月３０日（木）  新宮市

女子 　１８歳以上
　　～２７歳未満の者 ９月１０日（金） ９月２７日（月）  県民文化会館

（和歌山市）

一般曹候補生 　１８歳以上
　　～２７歳未満の者 ９月１０日（金） ９月１８日（土）

 田辺市
 青少年研修センター
 県民文化会館
 （和歌山市）

航空学生 　高卒（見込み含む）
　　～２１歳未満の者 ９月１０日（金） ９月２３日（木）  自衛隊和歌山地方協力本部

（和歌山市）

看護学生 　高卒（見込み含む）
　　～２４歳未満の者 １０月１日（金） １０月２３日（土）

 県民文化会館
 （和歌山市）

 田辺市民総合センター

防衛大学校

推薦

　高卒（見込み含む）
　　～２１歳未満の者

９月　９日（木） ９月２５日（土）
　　２６日（日）

 防衛大学校
 （横須賀市）

一般 １０月１日（金） １１月６日（土）
　　    ７日（日）

 和歌山ビッグ愛

 田辺市民総合センター

防衛医科大学校 　高卒（見込み含む）
　　～２１歳未満の者 １０月１日（金） １０月３０日（土）

　　　３１日（日）
 県民文化会館

（和歌山市）
自衛隊

高等工科学校生徒
　中卒（見込み含む）
　　～１７歳未満の男子

平成２３年　　
１月７日（金）

平成２３年
１月２２日（土）  細部調整中

～ 平成２２年度 自衛官募集案内 ～
自衛隊田辺地域事務所では、下記のとおり自衛官を募集しています。

採用説明会のお知らせ
日　　時 場　　所

８月２１日（土）
午後１時３０分～２時３０分

 Ｂｉｇ・Ｕ（ビッグユー）午後３時３０分～４時３０分
８月２９日（日） 午後１時３０分～４時３０分

	 　　問自衛隊田辺地域事務所　☎２４－６２１９

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
８
月
18
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
高
齢
者
活
動
促
進
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
「
み
ま
い
荘
」

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
８
月
９
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

【
日
置
川
地
区
】

◇
８
月
５
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
高
齢
者
活
動
促
進
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
「
み
ま
い
荘
」

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促

進
お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た

め
、
振
興
局
に
配
置
さ
れ
た
相
談

員
）
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
や
情
報
誌
を
持
参
し
て
、
職

業
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
８
月
５
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
８
月
24
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場
…
中
央
公
民
館

問
西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課　

☎
２
６
ー
７
９
４
７

お知らせ INFORMATION
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ライフセービング教室
～夏休み前に水辺の事故ゼロに～

　７月９日　「ライフセービング教室」を白浜第一小学校体育
館で開催しました。
　ライフセービング世界選手権日本代表の飯

いい

沼
ぬま

誠
せい

司
じ

選手、同じ
く日本代表の遊

ゆ

佐
さ

雅
まさ

美
み

選手と日本ライフセービング協会認定の
インストラクター吹

すい

田
た

光
みつ

弘
ひろ

さんが講師として訪れ、５年生の生
徒３８人が、課外授業を受けました。
　吹田さんが、児童にライフセーバーの活動や海での注意する
ことや危険について、わかりやすく説明し、「一番大切なのは
自分で自分の命を守ること」と話をしてくれました。
　当日は、雨天のためプールでの実技がありませんでしたが、
遊佐選手と飯沼選手が救助で使う長さ約３メートルの「レス
キューボード」や細長い「レスキューチューブ」とよばれる浮
き具を利用して救助方法を紹介し、子どもたちと交流を深め有
意義な時間を過ごしました。

第１５回白浜ビーチフットボール大会

　６月２６日、２７日の２日間にわたり、白良浜でビーチフットボー
ル大会が開催されました。
　今年は１５回目の記念大会となり、県外６５チーム、県内２７チー
ムの計９２チームが参加し、約１，０００人の参加者、スタッフでにぎ
わいました。トップリーグで活躍する近鉄ライナーズの選手も参加し、
子どもたちとの交流も行われました。
　また、白浜町商工会青年部によるかき氷、ＪＡ紀南青年部による梅干やすもも、白浜・川添茶地域ブランド推
進協議会による川添茶などが振る舞われ、地元産品のＰＲも行われました。また、白浜町商工会や地元事業所の
協力によるさまざまなプレゼントイベント、町内外に在住するボランティアスタッフ約 200 人による白良浜ク
リーンアップ作戦などによる環境美化活動も行われ、多くの皆さんが楽しんでいました。
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　かえりみますれば、英霊は先の大戦におきまして純

粋な祖国愛に燃え、愛する妻、子、親、兄弟をふるさ

とに残し、銃弾飛びかう戦場に赴き、国の内外におい

て散華されたことは、私どもにとって、永遠に忘れる

ことのできない深い悲しみであり、痛恨の極みでござ

います。ここに更めて、英霊をお偲び申し上げますと

ともに、ご遺族の皆さま方におかれましては、最愛の

肉親をなくされ、時代の風雪に耐えながら、立派に子

弟を養育し、また家業に精励してこられた、そのご努

力に対し、心から敬意を表するものでございます。

　わが国の発展は、今や世界注視の的となり、郷土白浜

町も戦前には想像もできなかった繁栄を見ております。

しかしながら、その陰には、先の大戦で幾多の尊い英霊

の犠牲がありましたことを忘れることはできません。

　私も含めまして戦後生まれの世代が過半数以上を占

めるまでになった現在、ともすれば、あの惨禍の記憶

を薄れさせるような風潮がございますが、今日、私ど

もがこの平和と郷土の繁栄を享受できるのも、御霊の

限りないご加護とご遺族の皆さま方のご努力の賜であ

り、ここに衷心より深く感謝を申し上げる次第でござ

います。されど、こうした日本の状況を余所に、今な

お世界の一部の地域では、止まることなき戦禍により、

多くの人々が苦しみの日々を過ごされておられます。

　混迷する世界情勢の中にあって、私どもは、英霊の何

事にもかえがたい大きな犠牲を払って得られた教訓を肝

に銘じ、更なる世界平和実現のため、一層の努力をし

ていかなければならないと考えているところでございま

す。真の平和への取り組みは、英霊のご遺徳の礎の上に

生きる私どもに課せられた責務であり、御霊に報いる唯

一の道であると信じているところでございます。

　今後とも私どもは、尊い犠牲となられた戦没者諸氏

の愛国の至情を片時も忘れることなく、英霊の残され

たご功績を偲び、平和を守り、再び悲しみの歴史を繰

り返さない決意を新たに、豊かな町づくりに向け、鋭

意邁進することを更めてお誓い申し上げるものでござ

います。そして、今上天皇陛下が平成１７年サイパン

島を訪問された際にお詠みになられた御製を御霊に捧

げます。

　サイパンに戦ひしその様を　

　　　　　　　　　　浜辺に伏して我らに語りき

６５年目の夏を迎えるに当たって
VOL．３

町 長 だ よ り町 長 だ よ り

ピックアップ町政 ●いな池周辺整備工事

　いな池埋立工
事にともない、
周辺の整備工事
を行いました。
引き続き施工し
ていきます。

●移動通信用鉄塔施設整備工事

　町内の携帯電話不感地域であった滝地区、城地
区に携帯電話基地局を整備しました。
　両地区とも５月下旬から NTT ドコモによる
FOMA サービスが開始されています。

【滝地区】 【城地区】
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健
康
だ
よ
り　

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
４
３
ー
０
１
７
８
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
か
ら
だ
を
健
康
に
し
よ
う
!!

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
特
徴

・
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
で
き
る

・
特
別
な
技
術
が
い
ら
な
い

・
お
金
が
か
か
ら
な
い

・
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い

・
年
齢
問
わ
ず
、
誰
で
も
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果

■
心
肺
機
能
が
高
ま
る

　

心
臓
が
強
化
さ
れ
、
心
拍
数
が

増
大
し
ま
す
。
ま
た
、
肺
の
働
き

も
活
発
に
な
り
、
体
内
に
酸
素
を

取
り
込
む
能
力
が
増
加
し
、
全
身

に
新
鮮
な
酸
素
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
血
管
を
丈
夫
に
す
る

　

全
身
の
血
管
に
多
く
の
血
液
を

送
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

　

有
酸
素
運
動
は
脂
肪
燃
焼
効
果
が
あ
り
、
健
康
を
維
持
す
る
う
え

で
も
取
り
入
れ
た
い
運
動
で
す
。
有
酸
素
運
動
の
中
で
最
も
お
す
す

め
す
る
の
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
特
徴
と
効

果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

毛
細
血
管
が
増
え
、
血
管
を
太
く

丈
夫
に
し
ま
す
。

■
骨
が
強
く
な
る

　

骨
に
刺
激
を
与
え
、
強
化
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム

の
摂
取
能
力
を
高
め
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
、
骨こ

つ

粗そ

鬆そ
う

症し
ょ
うの

予
防
に

も
な
り
ま
す
。

■
筋
力
の
低
下
を
防
ぐ

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
体
中
の
筋
肉

の
80
％
以
上
を
使
い
、
と
く
に
足

や
腰
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、

腰
痛
の
予
防

に
も
役
立
ち

ま
す
。

■
血
行
が
良
く
な
る

　

血
管
が
刺
激
さ
れ
て
血
行
が
よ

く
な
り
ま
す
。

■
持
久
力
が
高
ま
る

　

多
く
の
酸
素
を
摂
取
す
る
こ
と

で
、
疲
労
物
質
を
酸
化
分
解
す
る

能
力
が
高
ま
る
の
で
、
疲
れ
に
く

い
身
体
を
つ
く
り
ま
す
。

■
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
つ

　

適
度
な
運
動
は
ス
ト
レ
ス
を
解

消
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。
血
液

の
循
環
が
良
く
な
り
脳
が
刺
激
さ

れ
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
脳
の
活
性
化

　

歩
く
こ
と
で
脳
に
酸
素
を
取
り

込
み
、
脳
の
働
き
を
活
発
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
生
活
習
慣
病
の
予
防

　

血
液
量
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り

血
管
の
弾
力
が
増
し
て
高
血
圧
を

予
防
。
ま
た
、善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
増
や
し
、
逆
に
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り

動
脈
硬
化
を
予
防
。
さ
ら
に
、
脂

肪
を
燃
焼
し
て
肥
満
を
解
消
し
た

り
、
糖
尿
病
の
症
状
を
軽
く
す
る

な
ど
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
す
。
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行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

　８月１８日（水） 13：00 ～ 13：10  日置川拠点公民館
 ４か月・１０か月児健診
 ( 日置川地域 ) 平成 22 年 3・4 月生
　　　　　　  平成 21 年 9・10 月生

　８月２４日（火） 12：00 ～ 12：10

 中央保健センター

 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 21 年 9 月生

　８月２６日（木） 12：00 ～ 12：10
 ４か月児健診
 （ 白浜地域 ) 平成 22 年 4 月生

予防接種 　８月２７日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談
　８月　２日（月）

※次回 9 月 6 日
  9：00 ～ 12：00

 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場 毎週月曜日  13：00 ～ 15：00  美之浦保健センター
 血圧測定のほか、囲碁将棋など、
 お気軽にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日  13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

ワンワン運動 毎月第１日曜日
 健康づくりのために、１日１時間または１万歩歩きましょう！
 毎月第１日曜日はウォーク・デー。すこやか推進員さんによるウォークコースが各地 区に設
 定されています。（詳しくは、健康増進係へ）

子育て支援室 　８月　４日（水） 10：30 ～ 12：00  日置保育園
 子育てに関する相談など保健師が応じます
 のでお気軽にお越しください。

8
月
の
予
定
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikicsw@vm.aikis.or.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　shiracsw@vm.aikis.or.jp

　福祉委員研修会・福祉共育推進研修会

　　　地域と学校
　　　　家庭が手をつなぎ

　　　　　共に育つ福祉共育
　
　

　日　　時　　　　8 月 29 日（日）

　　　　　　　　　　　◆開場 13 時　◆開会　13 時 30 分（閉会予定 16 時 30 分）

　場　　所　　　　白浜会館
　
　参加対象　　　　福祉委員、ボランティア活動者、小・中学校教職員、ＰＴＡ等
　　　　　　　　　福祉共育に関心をお持ちの住民の方
　
　申し込み　　　　事前申し込みが必要です。
　　　　　　　　　　　※お申し込みは下記までお電話もしくはＦＡＸでお願いします。

　
　問い合わせ　　　白浜町社会福祉協議会　白浜本部　　電話４５－２７１１　ＦＡＸ４５－２７７７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  日置川支部　電話５２－２１１１　ＦＡＸ５２－２６６６　

　子どもたちは、次世代を担う大切な地域社会の宝です。
　地域や学校、家庭の中で、生き生きと学び、ともに思いやり・助け合い・支え合う福祉の心を成長さ
せ、それぞれの個性に自信と誇りを持ち、将来に希望を持てるよう育成することが求められます。しか
し、現在の人と人とのつながりが希薄になり、価値感が多様化した社会の中で、生活習慣が身に付いて
いない、他人を思いやる気持ちが足りない、規律を守る意識が低いなど、課題のある子どもたちが増え
ています。
　このような子どもたちの課題に取り組んでいくには、地域、学校、家庭がともに手をつなぎ、連携し
て活動することが必要です。それが子どもたちだけでなく、大人や地域全体の、ともに思いやり・助け
合い・支え合う福祉の心の大切さについての学びや育ちにもつながっていきます。このような『福祉共
育（共に育つ）』の考えが浸透し、地域が活性化することを目的として開催します。

締め切り

8 月 10 日

参加無料



1�　広報しらはま８月号 ※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

日 程 内　　容 会　　場

8/2 司法書士 本部事務所

8/9 人　　権 本部事務所

8/16 弁 護 士 本部事務所

8/23 一　　般 本部事務所

8/30 一　　般 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1人約 15分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

8/6 弁 護 士 川添山村活性化支援センター  

8/11 多重債務 高齢者生活福祉センター 

8/18 人　　権 み　ま　い　荘  

8/25 一　　般 川添山村活性化支援センター  

9/3 弁 護 士 高齢者生活福祉センター  

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】13時 30分から 16時
　　　　　　　　(当日受付は 15時まで )

　

安　

宅　
　
　

平ひ
ら 

阪さ
か　

右う 

門も
ん　

　

様

　

浜　

町　
　
　

向む
か 

井い　
　

明
あ
き
ら　

　

 

様

　

大　

古　
　
　

冷し 

水み
ず　

文ぶ
ん 

治じ　
　

様

　

大　

古　
　
　

Ｅ
Ｍ
サ
ー
ク
ル　

  

様

　

市
鹿
野
老
人
ク
ラ
ブ
睦
会 

和わ

田だ

理
さ
と
る  

様

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
22
年
6
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

8
月
1
日
よ
り
本
会
の
ホ
ー
ム
パ
ー
ジ
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
。
よ
り
見
や
す
く
、
わ

か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
て
更

新
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
！

◎多重債務相談も受け付けています。

【富田地区の様子】

　
　地域のつなぎ役、見守り役として

　福祉委員会議を町内 17 カ所で開催！

福祉委員の役割は・・・
　地域の中で『福祉課題を抱えて困っている方』と専
門機関とをつないでいただくつなぎ役、声かけや訪問
などを通して支援していただく見守り役。
会議では・・・
　福祉委員活動は会費を集めたり、募金を集めたり、
たいへん苦労が多い。まわる人の気持ちになって負担
を減らすような配慮をしてほしいなどのお声がありま
した。
見守り体制づくり・・・
　福祉の制度は充実してきてはいるものの、すき間が
たくさんあります。そのす
き間は専門職の活動だけで
は埋まりません。地域の方
の見守りや支援活動を必要
としています。福祉委員さ
んの活動が地域の見守りや
支え合いにつながります。

　　　　　コミュニティ育成支援事業

　　地域での学習会と座談会
　社協では地域での課題を一緒に考え学ぶ機会づく
りを薦めています。４月に開催した『御幸町内会女
子部』の活動を紹介します。
　消費生活センターの職員の
方に来ていただき「消費者被
害にあわないために」と題し
てお話をいただきました。

その後、ハーモニカ演奏者の方
の演奏にあわせて歌を唄い一息つ
き、地域の課題を一緒に考える話
し合いを行いました。空き家が増
えてきていることや一人暮らしで
不安に思っていることなどを意見交換しました。
　みなさんの地域でも、開催してみませんか？開催に
ついては社協までご相談ください。
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

 

～
白
浜
物
語
～　
【
エ
ッ
セ
ー
を
書
こ
う
サ
ー
ク
ル
】

　
『
有
間
皇
子
の
首
塚
』（
場
所 

白
浜
町
湯
崎
地
区
）

　

湯
崎
・
崎
の
湯
付
近
一
帯
を「
御

幸
の
芝
」
と
い
う
。

　

千
三
百
年
以
上
も
前
に
、
斉
明

天
皇
が
行
幸
し
、
仮
宮
を
建
て
た

と
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
天
皇
に

牟
婁
の
湯
へ
の
行
幸
を
勧
め
た
の

は
有
間
皇
子
だ
っ
た
。

　

皇
子
は
、
大
化
の
改
新
後
に
起

こ
っ
た
皇
位
を
め
ぐ
る
争
い
に
巻

き
込
ま
れ
て
、
心
身
と
も
に
疲
れ

た
と
き
白
浜
を
お
と
ず
れ
、
こ
の

地
の
風
景
の
美
し
さ
と
湯
の
効
用

に
元
気
を
取
り
戻
し
て
都
に
戻

り
、
天
皇
に
牟
婁
の
湯
の
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
た
。

　

天
皇
が
湯
治
を
し
て
い
る
と

き
、
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
た

皇
子
は
中
大
兄
皇
子
に
御
幸
の
芝

へ
呼
び
出
さ
れ
、
潔
白
を
主
張
し

た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
藤
白

（
海
南
）
で
処
刑
さ
れ
た
と
さ
れ

て
い
る
。

　

皇
子
の
首
は
斉
明
天
皇
と
中
大

兄
皇
子
の
い
る
白
浜
へ
送
ら
れ
て

首
実
験
さ
れ
た
。

　

皇
子
の
死
を
悼
む
白
浜
の
人
々

は
、
密
か
に
首
を
埋
葬
し
、
御
幸

の
芝
の
高
台
に
、
祠
を
つ
く
っ
て

冥
福
を
祈
っ
た
。
現
在
そ
の
祠
は

「
ジ
ノ
ッ
サ
ン
」（
地
主
さ
ん
）
と

呼
ば
れ
て
湯
崎
の
人
々
に
大
切
に

祀
ら
れ
て
い
る
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
白
浜
物
語
」

を
公
開
し
ま
し
た
。
広
報
し
ら
は

ま
に
掲
載
さ
れ
た
白
浜
物
語
を
中

心
に
、
そ
の
周
辺
デ
ー
タ
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
「
白
浜
物
語
」
と
記
入
検
索
し

て
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

白
浜
老
人
大
学
６
月
例
会

　

白
浜
老
人
大
学
の
６
月
例
会

は
、
日
常
の
人
権
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
の
中
で
い
つ
の
ま
に

か
身
に
つ
い
た
差
別
や
偏
見
を

テ
ー
マ
に
、
そ
れ
を
今
一
度
見
直

し
、
人
が
人
と
し
て
大
切
に
さ
れ

る
権
利
、
人
権
を　

考
え
る
こ
と

で
、
よ
り
良
い
社
会
が
つ
く
ら
れ

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
身
近
な
問
題
か
ら
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
40
回
趣
味
の
作
品
展

　

中
央
公
民
館
、
１
階
集
会
室
で

６
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
の
３
日

間
、
第
40
回
趣
味
の
作
品
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。（
白
浜
天
狗
ク

ラ
ブ
・
北き

た

山や
ま

武た
け

彦ひ
こ

会
長
、
10
人
）

　

同
展
は
、
40
年
間
続
い
た
作
品

展
で
す
が
、
今
回
が
最
終
回
と
な

る
た
め
会
員
の
方
々
も
56
点
と
多

く
の
作
品
を
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
間
で
多
く
の
方
々
が
作
品

展
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
期
に
わ
た
り
、
趣
味
の
作
品

展
を
続
け
ら
れ
た
白
浜
天
狗
ク
ラ

ブ
の
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
。

 

日
本
画
サ
ー
ク
ル
展

　

日
本
画
サ
ー
ク
ル
が
、
６
月
25

日
か
ら
７
月
９
日
ま
で
中
央
公
民

館
ロ
ビ
ー
で
展
示
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
作
品
展
示
期
間
中
は
、
中

央
公
民
館
や
図
書
館
白
浜
支
館
を

訪
れ
た
多
く
の
方
々
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

椿
婦
人
学
級
「
椿
保
育
園　

七
夕
行
事
の
準
備
」

　

椿
婦
人
学
級
で
は
、
椿
保
育
園

で
行
わ
れ
る
七
夕
の
準
備
を
行
い

ま
し
た
。

　

学
級
生
は
椿
保
育
園
の
保
護
者

ら
と
い
っ
し
ょ
に
カ
エ
ル
が
跳
ね

る
お
も
ち
ゃ
や
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
う
ち
わ
作
り
を
行
い
ま

し
た
。

　

作
っ
て
い
る
間
も
、
子
ど
も
た

ち
の
喜
ぶ
顔
を
想
い
浮
か
べ
な
が

ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
作
り

ま
し
た
。

公
民
館
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

中
央
公
民
館
の
花
壇
に
朝

顔
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ヒ
マ
ワ
リ

を
育
て
て
い
ま
す
。

　

開
花
が
楽
し
み
で
す
。
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

 

日
置
川
Ｉ
Ｔ
講
習
会 

～
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
を
学
び
ま
し
た
～

　

６
月
21
日
か
ら
10
回
に
渡
り
、
有

限
会
社
タ
イ
ム
よ
り
松ま

つ

尾お

先
生
を

お
迎
え
し
て
、
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
前
半
は
パ
ソ
コ
ン
の
概

要
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本
を

学
び
、
後
半
に
は
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ

ル
の
使
い
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
わ
か
り

や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た

　

日
置
川
拠
点
公
民
館
サ
ー
ク
ル

連
絡
協
議
会
（
川か

わ

口ぐ
ち

祥さ
ち

子こ

会
長
）

で
は
、
６
月
23
日
に
サ
ー
ク
ル
交

「
家
庭
学
級
活
動
報
告
」
市
鹿
野
・
滝
家
庭
学
級

　

６
月
25
日
に
滝
地
区
で
、
29
日

に
は
市
鹿
野
地
区
で
家
庭
学
級
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

滝
家
庭
学
級
で
は
県
消
費
生
活

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
安や

す

田だ

絹き
ぬ

代よ

先
生
と
花は

な

谷た
に

あ
や
先
生
を
招
い
て
「
最
近
の

消
費
者
相
談
の
事
例
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

巧
妙
化
す
る
詐
欺
等
の
手
口
、

滝
地
区
で
も
例
外
で
は
な
く
、
参

加
者
か
ら
も
遭
遇
し
た
体
験
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
鹿
野
家
庭
学
級
で
は
、

中
央
公
民
館
職
員
ら
に
よ
る
「
マ

ジ
ッ
ク
と
三
線
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

マ
ジ
ッ
ク
は
失
敗
も
愛
嬌
と
ば

か
り
に
笑
い
が
起
こ
り
、
沖
縄
地

方
の
伝
統
楽
器
の
三
線
は
素
晴
ら

し
い
音
色
を
奏
で
、
参
加
者
も
一

緒
に
な
っ
て
「
涙
そ
う
そ
う
」
を

歌
い
ま
し
た
。

『
交
流
会
開
催
し
ま
し
た
』

日
置
川
拠
点
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
交
流
会
は
白
浜
町
内
の

施
設
見
学
で
、
23
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
し
尿
処
理
施
設
「
白

鳥
苑
」
を
訪
問
し
、
最
新
技
術
を

集
約
し
た
設
備
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
屋
内
施
設
が
非
常
に
き
れ
い

に
手
入
れ
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク

ル
生
も
感
心
し
き
り
で
し
た
。

　

次
に
３
月
に
運
用
が
始
ま
っ
た

白
浜
消
防
署
を
訪
問
し
、
１
１
９

番
通
報
を
消
防
本
部
通
信
指
令
室

が
ま
と
め
て
受
信
す
る
こ
と
に
よ

る
出
動
状
況
管
理
や
位
置
情
報
通

知
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
災
害
場

所
特
定
時
間
の
短
縮
等
、
新
し
い

技
術
を
勉
強
し
ま
し
た
。

種 　 目 バレーボール 野　　　球 バドミントン

日 　 時 ８月１３日（金）
午後 ７ 時　～

８月１４日（土）
午前 ９ 時  ～

８月２３日（月）
午後 ７ 時  ～

場 　 所 日置中体育館 総合運動場
（日置若者広場） 日置中体育館

申込締切 ８月９日（月）
午後５時までに日置川教育事務所まで

参 加 費 ３, ０００円 ３, ０００円 １人　５００円
   ※申込みはミックス  
　　ダブルスのみ

監督会議
抽 選 会

８月９日（火）
午後 ８ 時  ～　

８月９日（火）
午後 ７ 時半～

組み合わせは
当日会場にて

盆体育大会　出場者募集 !!
主催　日置川地域体育振興協議会

※熱中症予防のため各自飲み物をご用意ください。
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じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

　「雨の日は白浜町立図書館。こじんまりし

ていて、小さい子連れで行きやすいので、絵

本が好きならおすすめです。みなべ町の図書

館もいいよね。｣（紀伊民報“ママパパひろば”

の《どんな所に遊びに出かけていますか》の記事より）

　図書館には、分室も含めて約１万冊の絵本があります。

絵本は子どもだけの本ではなく、大人の心も癒してくれ

ます。ぜひ一度、来てみてください。

　夏休みは、子どもたちが本に親しむ良い機会です。「こ

の虫、なんていう名前やろ」「自由研究、何しよう」「お

もしろい本、読みたいな」・・・そんなとき、

「図書館に行ってみたら」と、一声、掛けて

あげてください。

～ 白浜町ドッジボール大会 ～

☆おはなし玉手箱
　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　８月１４日・２１日・２８日　

（８月７日は夏休み連続おはなしの日を開催します。）

☆夏休み連続おはなしの日
　本館・富田分室　午前１１時～
　8 月４日（水）～８日（日）
☆しらはま子どもの本の会
　８月はお休みになります。

８月の行事

　☆　優　勝　　安宅親子クラブ
　☆　準優勝　　日置川スパーク
　☆　３　位　　椿親子クラブ

　６月２７日、町立総合

体育館で、第５回白浜町

ドッジボール大会を開催

しました。

　この大会は、郡ドッジ

ボール大会の予選も兼ね

たもので、上位３チームが郡大会へ出場します。

　当日は、各チーム日ごろの練習の成果を発揮し、大き

な声援の中、一生懸命がんばりました。

子育て相談 「ふれあいルーム」

　白浜町では、子どもたちの健やかな成長を願い、いじ

め・不登校、子育てに関する相談等を行う機関として、

教育相談室を設置しています。

　いじめや不登校、子育てで、ちょっとでも気になるこ

とがあれば、気軽に相談してください。

　この相談室は、１９９３年４月に設置し、皆さんに親

しみをもって利用していただくことを願い「ふれあい

ルーム」と名付けています。

　電話による相談にも応じています。

○名　称　白浜町教育委員会教育相談室「ふれあいルーム」
○相談員　橋

はし

本
もと

　亨
とおる

○相談日　月曜日から金曜日
　午前８時３０分～午後５時まで
　（昼休みは、１２時～１時まで）
○場所　白浜町立児童館２階
○ＴＥＬ・ＦＡＸ　４５－３３９９

白浜分室　休室のお知らせ

　中央公民館２階にある白浜分室は、　中央公民館

冷暖房工事のため、以下の期間、休室になります。

たいへんご迷惑をおかけしますが、開館（室）して

いる館（室）をご利用くださいますようよろしくお

願いします。

　白浜分室　休室期間
　　　８月５日（木）～１９日（木）
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【白浜町湯崎　在住】

 栗
くり

栖
す

　琉
る

衣
い

 くん　　（平成１８年２月９日生）

 

　　（パパ・ママ メッセージ）

　　やんちゃ坊主の琉衣クン。

　　
これからも笑顔の素敵な琉衣クンでいてね♪

　　
　　　　　　　　　　

父　淳
じゅん

さん・母　美
み

世
よ

さん

『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場総務課広報担当まで）
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郡
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町
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地 http://www.town.shirahama.wakayama.jp

～ 世界と交流するまち白浜 ～

　　姉 妹 浜：「白良浜」と米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」（２０００. ７．２０）
　　友好都市：米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）

『～感動を再び～想い出の黒潮国体パネル展』の開催について

　国体機運を高めるために、１９７１年（昭和４６年）に本県で開催された第２６回国民体育大会（黒

潮国体）のパネル展を白浜町で開催いたします。

　各競技の熱戦の様子を紹介するとともに、県内全市町村を巡回して行われた炬
きょ

火
か

リレーやボラン

ティア活動の様子を、当時の懐かしい風景とともに紹介いたします。

◆名　称　　～感動を再び～　想い出の黒潮国体パネル展（白浜展２０１０）
◆期　間　　９月１日（水）～１０日（金）　※日曜・祭日は除く

◆時　間　　午前９時～午後５時（入場無料）
◆場　所　　白浜町中央公民館１階ロビー

●主　催　　第７０回国民体育大会和歌山県準備委員会
●主　管　　白浜町教育委員会
●協　力　　白浜町中央公民館、日置川拠点公民館、白浜町体育協会

※平成２３年１月上旬に日置川拠点公民館でも開催予定

問和歌山県国体準備課総務企画班　☎０７３－４４１－２５７８
　白浜町教育委員会生涯学習係国体担当　☎４３－５８３０

谷
たに

地
じ

遼
りょう

君と安
やす

田
だ

祐
ゆう

規
き

君が野球の全国大会に

　　　　　　　　　　　　　和歌山県代表として出場します！

【谷地君のコメント】
　全国大会では、自分の
やるべき仕事をきっちり
こなしてチームの勝利に
貢献したいです。
　優勝を目標にがんばっ
てきます。

【安田君のコメント】
　これからの練習をがん
ばって、このチームで１
つでも多く試合ができる
ようにがんばってきま
す。

　中学生選抜の野球大会が、６月５日に奈良県の鴻ノ池球場で行われ、近畿２府４県（各県大会優勝）

の計６チーム参加のもと、当白浜町から富田中学校野球部３年生の谷地遼君と安田祐規君が和歌山県

代表として出場し、見事勝利をして８月２２日に横浜スタジアムで行われる全国大会に出場します。

　皆さまの応援よろしくお願いします。


